
Scheme 1. シリカナノファイバーの合成スキームと SEM像 
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Silica nanofibers have a wide range of potential applications. In this study, mesostructured 

silica–organic composites with a reverse 2D hexagonal structure were prepared by evaporation-

induced self-assembly of silicate species, quaternary ammonium surfactant, and 1-decanol. 

Ultrathin silica nanofibers were obtained by disassembly of the composites and were 

organically modified by silylation. 
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【緒言】シリカナノファイバーは高い化学的・熱的安定性や透明性 1)、高比表面積な

どの特徴に加え、表面修飾が容易 2)であることからフィルター3)やセンシング材料 4)

など、幅広い利用が期待される。本研究では、蒸発誘起自己組織化により低分子量の

界面活性剤及びシリカからなる逆ミセル型ロッド状メソ構造体を作製し、溶媒への分

散により直径数ナノメートルのシリカナノファイバーを得た。さらに、ナノファイバ

ー表面をシリル化により有機修飾した。 

【実験方法】ジヘキサデシルジメチルアンモニウムブロミドのエタノール溶液にテト

ラエトキシシランを加えて酸性条件で加水分解し、1-デカノールを加えた。得られた

前駆体溶液をガラス基板に滴下・風乾し逆ミセル型メソ構造体を作製した。メソ構造

体を THF 中へ分散させることで、シリカナノファイバーを得た。分散後のナノファ

イバーをクロロトリメチルシランによりシリル化した(Scheme 1)。 

【実験結果】メソ構造体の XRDパターン、GI-SAXSパターンより 2Dヘキサゴナル

構造の形成が示唆された。シリル化後の試料では、29Si MAS NMRスペクトルからQ2、

Q3シグナルの強度が減少しM1シグナルが出現したため、シリル化の進行が示された。

SEM像(Scheme 1右)からは直径数 nm程度のナノファイバーの集合体が確認された。 
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